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●問い合わせ：〒272-0015　千葉県市川市鬼高 1丁目 1番 4号　市川市生涯学習センター（中央図書館）2階
TEL 047-320-3334　FAX 047-320-3356 https://www.city.ichikawa.lg.jp/cul06/litera. html　X（旧 Twitter）　@bungaku_museum

●JR総武線：本八幡駅・下総中山駅から徒歩15分  ●都営新宿線：本八幡駅から徒歩20分 ●京成線：鬼越駅から徒歩10分
●車：京葉道路　京葉市川インター下車5分  ※駐車場はありますが、できるだけ公共交通機関をご利用ください 
※本八幡駅からコルトンバス（無料）もご利用いただけます
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「おとうと」
撮影現場にて

映画上映会「おとうと」
（1960年大映、監督：市川崑、出演：岸惠子、川口浩ほか） 
◎日時：11月 9日（土）13時 00分～ 14時 40分予定（1時間前開場） 
◎場所：グリーンスタジオ（文学ミュージアム内） ◎定員：200名    
◎申し込み：専用フォームにて、9月 25日（水）10時より先着申込開始、当日自由席

担当学芸員によるギャラリートーク
◎日時：11月 3日（日）、11月 17日（日）、12月 8日（日）いずれも14時より30分程度

『おとうと』
（1957年 中央公論社）

イベント情報

※開期中、一部展示替えを行います。また、展示・イベント内容に変更が生じた場合は公式Webサイト 、Xにてお知らせいたします。

（上）「崩れ」原稿
（下）『崩れ』
（1991年 講談社）
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台
所
育
ち
」と
称
し
た
前
半
生
、

作
家
デ
ビ
ュ
ー
か
ら
断
筆
宣
言
、
再
出
発
を
経
て

亡
く
な
る
直
前
ま
で
執
筆
を
続
け
た
作
家
生
活
を
、

自
筆
資
料
や
愛
用
品
と
と
も
に
ご
紹
介
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1961年頃、自宅の庭にて

『幸田文全集』
（1958 ～ 1959年　中央公論社）
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（上）「みそつかす」原稿
（下）『みそつかす』（1951年　岩波書店）　

羽織、着物と帯

愛用の文具

露伴は掃除の心得を一つ一つ教え込んでいった。


